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１．はじめに 

道路トンネルでは，通行車両の視環境の確保や視線

誘導および照明効果の向上を目的として覆工コンクリ

ートの側壁部に内装工が設置されている．トンネル壁

面の輝度を保持し，前方車両の視認性や走行の快適性

を確保している内装工には構造上の強度はもとより，

耐火性，耐蝕性，耐候性および耐久性が求められる1)．

現行，内装工にはタイルを主材とする直張り工や浮か

し張り工が適用されている．ここで，経年したトンネル

の変状をみると，タイルの割れ，はく離，または浮かし

張り工の胴縁の腐食などが散見されている2)．  

そこで，筆者らはタイルを主材とする内装工に代わ

るものとして粘着シート材を用いた内装工（以下，シー

ト工）に着目して，母材が鋼鈑であるJIS Z 0237（以下，

JIS）の引きはがし試験の適用性を検討し，母材がコン

クリート板の場合の試験法の課題を指摘した3)．本報告

は，引きはがし粘着力試験において，引きはがし角度が

シート工の引きはがし特性に及ぼす影響について述べ

るものである． 

２．試験概要 

 本試験に用いた粘着シートの材質と層構成を表-1 に

示す．粘着シートは，シート層の材質が塩ビ系と PEs 系

にそれぞれアクリル系の粘着材を重ね合わせた 2 種類

とした． 

試験体の状況を図-2 に示す．粘着シートは短冊状で

長さ 250mm，シート幅 24mm のものを貼付した．シー

ト長さ 250mm のうち，引きはがし区間長を 150mm，把

持長を 100mm とした． 

引きはがし試験のケースを表-2 に示す．引きはがし

試験は，変位制御によって，引きはがし角度 90°およ

び 180°の 2 種類を行い，引きはがし角度が，粘着シー

トの引きはがし特性に及ぼす影響を確認するものであ

り，引きはがしによるはく離状況も観察した．             
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図-1 内装工の変状例 

表-1 粘着シートの材質と層厚 

シート種類 

シート層 粘着剤層 合計

層厚 

(mm) 材質 
層厚 

(mm) 
材質 

層厚 

(mm) 

粘着シート A 塩ビ系 0.25 アクリル系 0.03 0.28 

粘着シート B PEs 系 0.05 アクリル系 0.3 0.35 

表-2 試験ケース 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-2 試験体（粘着シートの貼付面） 

３. 試験方法 

（1）供試体の作製 

 JIS A 5371 コンクリート平板（300×300×60mm）を

サンドペーパー（＃80）のディスクサンダーを用いて研

磨した．その後，表面を水洗いし，気中養生（温度 23℃

±2℃，湿度 65％±10％）で 48 時間の自然乾燥を施し 

た．自然乾燥後，高周波容量式水分計によって表面水分

率を測定した． 1 つのコンクリート平板あたり，5 か所
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タイルの割れ 胴縁の腐食 

引きはがし区間長 

把持長 

粘着シート 

粘着シート種類 
シート

幅 
引きはがし速度 引きはがし角度 

粘着シート A 
24mm 5mm/sec 

90° 

粘着シート B 180° 
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で測定し，その平均表面水分率は 5±2％であった．下

地処理は，表-3 に示す二液混合エポキシ樹脂をプライ

マーとして用いて，刷毛塗りの一層を施した．その後，

48 時間の気中養生を施し，短冊状に切断した粘着シー

トをヘラで空気が入らないように貼付した．貼付後，圧

着ローラー（質量 2000g）を用いて2往復（転圧速度 10

±0.5mm/sec）の転圧処理を施した 4)．その後，7 日間の

気中養生を施した． 

（2）引きはがし試験 

 引きはがし試験の状況を図-3 に示す．粘着シートの

貼付面と引きはがし方向の角度を引きはがし角度とし，

引きはがし角度が 90°および 180˚の両ケースで引きは

がした．また，引き上げ速度は 5mm/sec で一定とし，引

きはがし長さ 150mm まで引きはがした．サンプリング

速度は 0.0005 秒として，引きはがし荷重を計測した． 

４．試験結果およびその考察 

（1）はく離状況 

 引きはがし荷重と長さの関係および試験後の粘着シ

ートのはく離状況の一例を図-4 および図-5 に示す．粘

着シート A の結果をみると，引きはがし角度 90°では，

引きはがし開始後 5mmまで粘着剤層とプライマー層と

の間のはく離（D はく離）が生じ，その後，シート層と

粘着剤層との間のはく離（B はく離）が生じた．また， 

65～150mm では，プライマー層とコンクリート層との

間のはく離（F はく離）が生じ，荷重の低下が見られる

ものもあった．したがって，引きはがし荷重は，はく離

状況の影響を受けることがわかった．一方，引きはがし

角度 180°では，10mm まで D はく離が生じ，その後，

B はく離が生じた． 

粘着シート B の引きはがし角度 90°では，試験開始

後 10mm まで D はく離が生じ，その後，B はく離に移

行した．引きはがし角度 180°では，引きはがし開始後

20mmまでDはく離が生じ，その後，Bはく離に移行した． 

（2）引きはがし粘着力 

引きはがし荷重は 25～150mmの平均値として評価し

た．粘着シート A の引きはがし荷重は，引きはがし角

度 90°に比べて，引きはがし角度 180°の方が約 1.5 倍

から 2 倍大きな値を示した．粘着シート B の荷重は，

引きはがし角度による影響がほとんどなかった．本試 

験の結果から，引きはがし角度が変化すると引きはが 

し荷重に影響する可能性があることがわかった．また，

引きはがし荷重は，はく離状況によって変動し，粘着 

表-3 プライマ－の仕様 

 

 

 

 

 

 

 

 

a) 90°の場合        b)180°の場合 

図-3 引きはがし試験の状況 

 

 

 

 

 

 

                       

                                    90°      180° 

 図-4 引きはがし試験の試験結果(粘着シート A) 

                                       

 

 

 

 

 

 

     90°    180° 

図-5 引きはがし試験の試験結果(粘着シート B)                                   

シートの引きはがし特性のみならず，下地処理となる

プライマーの影響も受けることがわかった．今後は，よ

り詳細に粘着シートの粘着特性を検討するとともに，

現場への適用性を検討していく予定である． 
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種類 

プライマー 

の種類 

混合比 
塗布量 

主剤：硬化剤 

粘着シート A 2 液混合 

エポキシ樹脂 

100：43 70g/m2 

粘着シート B   2：1 75g/m2 
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